
資料１ 今回緊急事態宣言の感染者数等の推移 

２０２１年７月１２日「病床使用率、入院率、新規報告者数など」 NHK による 

２０２１年８月１２日 



２０２１年９月１６日 

＜現状分析を踏まえて＞ 

１．何れの指標も減少（改善）傾向にあるが、全国的な感染状況が収束に向かっているとは言

い難い。都道府県ごとに違いはあるものの７月１２日レベルになるには相当の時間が必要。む

しろ、今冬に向けて第６波到来を危ぶむ声がある。 

２．9月末で緊急事態宣言が解除される見込みではあるが、こうした状況下での事業の再開で

は、一層しっかりした感染対策が必須。世の中を見渡せば制限や自粛の緩和傾向もあるが、都

岳連事業ではそうした風潮に流されず、気を引き締めて行く。 

３．宣言解除があっても急激な感染拡大リバウンドや事業開催地からの来訪自粛要請などが

あった場合には、やむを得ず、急きょ事業中止をお願いすることもありうる。 

＜お願い＞ 第６回理事会決定を踏まえた１０月からの事業再開にあたり

１．今回の再開は、感染拡大と縮小、再び拡大の谷間をぬっての再開。ワクチンの接種・未接

種を問わずマスク脱着や手洗い、手指のアルコール消毒、密の回避、換気など感染対策の基本

行動の継続徹底。また、特に講師・スタッフのワクチン接種を奨励していく。

２．今後は宿泊を伴う事業、高山での講習への参加者にはワクチン接種のうえで参加するよう

積極的に呼び掛けていく。一方で未接種による不利益が無いよう配慮していくが、開催地で医

療緊急事態宣言が出された場合など、未接種者の参加を制限することもありうる。 




